
重要な会計方針に係る事項に関する注記

１． 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券

・・・償却原価法（定額法）

その他有価証券

市場価格のない株式等

・・・移動平均法による原価法

２． 固定資産の減価償却の方法

(1)

建物は定率法、その他の有形固定資産については定額法を採用しております。

ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備に

ついては、定額法によっております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　 24～65年

建物附属設備　　　 2～18年

構築物　　　 3～50年

器具備品　　　 2～17年

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

(3) 長期前払費用(公共的施設負担金)

定額法を採用しております。

なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっております。

３． 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

営業債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に

回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員の賞与の支払いに備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。
　

(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において発生してい

ると認められる額を計上しております。

(4) 役員退職慰労引当金

役員の退職金の支払いに備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。

４． 収益の計上基準

賃貸収入は「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号　2007年３月20日)に基づき計上しております。

なお、光熱費収入については顧客である賃借人への電気、空調等の供給に応じて収益を計上しております。

５． 消費税等の会計処理方法

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

貸借対照表に関する注記

１． 担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産

建物 2,152,775 千円
土地 3,158,914 千円

計 5,311,689 千円

(2) 担保に係る債務

35,420 千円
長期借入金 92,800 千円

128,220 千円

２． 有形固定資産の減価償却累計額 9,473,640 千円

３． 圧縮記帳

有形固定資産に係る国庫補助金等の受入れによる圧縮記帳累計額は 541,806千円であります。

個　別　注　記　表

有形固定資産

計

1年以内返済予定の長期借入金



４． 顧客との契約から生じた債権の残高 16,993 千円
(注)営業未収入金に含まれております。

損益計算書に関する注記

　 209,712 千円

株主資本等変動計算書に関する注記

１． 当事業年度末における発行済株式の数

普通株式 150 千株

２． 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

配当金の総額

（千円）

(2) 基準日が当会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌会計年度となるもの

配当金の総額

（千円）

税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の主な原因別内訳

繰延税金資産の発生の主な原因は、未払事業税、賞与引当金、退職給付引当金、資産除去債務等であります。

金融商品に関する注記

１． 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社における資金運用については、元本回収の確実性が高く、かつ可能な限り高い運用益が得られるものに限定し、また、資金

調達については、銀行等金融機関からの借入により調達しております。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

営業債権である営業未収入金は、取引先の信用リスクに晒されておりますが、定期的に取引先ごとに期日及び残高を管理し、回

収懸念債権の早期発見、回収に努めております。

投資有価証券は、発行体の信用リスクに晒されておりますが、当該リスクを軽減するために格付けの高い地方債（神戸市SDGｓ債）

としております。

長期預金は、定期預金及び期限前解約特約付預金（コーラブル預金）であり、コーラブル預金の解約権は銀行のみが保有してお

り、当社から解約を行う場合は損失が生じる可能性がありますが、必要な運転資金及び設備資金は手元に確保しており、満期期日

まで保有する予定です。

長期未収入金は、神戸商工貿易センタービルにおけるMicrosoft AI Co-Innovation Lab開設により発生した債権であります。

長期借入金は、設備投資に必要な資金の調達を目的としたものです。

受入敷金保証金は、流動性リスクがありますが、資金計画作成等の方法による資金管理を実施する等のリスク管理を行っており

ます。

２． 金融商品の時価等に関する事項

令和７年３月31日(当期の決算日)における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。
(単位:千円)

貸借対照表

計上額

(1) 200,000 195,880 △ 4,120

うち地方債 200,000 195,880 △ 4,120

(2) 長期預金 300,000 271,772 △ 28,227

(3) 64,787 63,949 △ 838

資産計 564,787 531,601 △ 33,186

(4) 長期借入金(1年以内返済 128,220 125,545 △ 2,674

 予定の長期借入金を含む)   

(5) 受入敷金保証金 951,757 913,561 △ 38,196

負債計 1,079,977 1,039,106 △ 40,871

(注1) 金融商品の時価の算定方法は次のとおりであります。

(1) 投資有価証券（地方債）の時価については、取引金融機関から提示された価額によっております。

令和7年6月27日
定時株主総会

時価 差額

投資有価証券
（満期保有目的の債券）

令和7年6月26日
普通株式 利益剰余金 30,000 200 令和7年3月31日

予定の長期未収入金を含む)

長期未収入金(1年以内回収

令和6年3月31日 令和6年6月28日
定時株主総会

決議 株式の種類 配当の原資
1株当たり配当額

基準日 効力発生日
（円）

令和6年6月27日
普通株式 利益剰余金 30,000 200

営業収益のうち、顧客との契約から生じる収益の額

決議 株式の種類 配当の原資
1株当たり配当額

基準日 効力発生日
（円）



(2) 長期預金の時価については、取引金融機関から提示された価額によっております。ただし、定期預金の時価については、期間に

基づく区分ごとに、新規に預金を行った場合に想定される預金金利で割り引いて算定する方法によっております。

(3) 長期未収入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規契約を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法

によっております。

(4) 長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いて算定する方法

によっております。

(5) 受入敷金保証金の時価については、償還予定時期を見積り、国債の利回り等適切な指標で割り引いた現在価値により算定して

おります。

(注2) 現金及び預金、営業未収入金、営業未払金及び未払金は、現金であること及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近

似することから、注記を省略しております。

(注3) 市場価格のない株式等は(1)投資有価証券には含めておりません。当該金融商品の貸借対照表計上額は次のとおりであります。

（単位：千円）

賃貸等不動産に関する注記

１． 賃貸等不動産の状況に関する事項

当社は、神戸市において、賃貸用のオフィスビル・展示場（土地を含む）を有しております。

２． 賃貸等不動産の時価に関する事項

令和７年３月期における当該賃貸用不動産の貸借対照表計上額及び時価は、次のとおりであります。
（単位：千円）

(注1) 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

(注2) 当期末の時価は、主として｢不動産鑑定評価基準」に基づいて社外の不動産鑑定士が算定した金額（指標等を用いて調整を行っ

たものを含む）であります。
　

収益認識に関する注記

収益を理解するための基礎となる情報

重要な会計方針に係る事項に関する注記　４．収益の計上基準に記載のとおりであります。

関連当事者との取引に関する注記

主要株主

役員の兼任等

営業未収入金 1,352

受入敷金保証金 2,113

直接50.0％ 借受負担金 90,909 － －

間接 0.6％ 公共的施設負担金 19,876 長期前払費用 131,719

取引条件及び取引条件の決定方針等

１． 上記の取引金額には消費税等は含まれておりません。

２． 条例に基づき議会の議決を経て、土地・建物を借り受けております。

１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 55,649円39銭

１株当たり当期純利益 2,085円37銭

その他の注記

(資産除去債務)

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの
１． 当該資産除去債務の概要

当社が営業するオフィスビルの一部に存在する有害物質を除去する費用に関し、資産除去債務を計上しております。

２． 当該資産除去債務の金額の算定方法

オフィスビルの使用見込期間を取得から65年と見積り、割引率は２．３％を使用して、資産除去債務の金額を算定しております。

３． 当事業年度末における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 127,644 千円
- 千円

時の経過による調整額 2,936 千円

期末残高 130,580 千円

66,415

土地・建物の借受

有形固定資産の取得に伴う増加額

主要
株主

神戸市

被所有

１人

不動産賃貸 貸室使用料等

(単位:千円)

属性 会社等の名称
議決権等の所有

(被所有)割合

関係内容
取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

事業上の関係

非上場株式 16,549

貸借対照表計上額 時価

5,975,437 5,972,000

区分 貸借対照表計上額


